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編集後記

　サッカーワールドカップでの日本の活躍はすばらしいものでした。過酷な気候、物価
高そして戦争と暗いニュースばかりの中で、ほんとうに嬉しいニュースでした。また現
地におけるサポーターの振る舞いが賞賛され、日本人として誇りに思うこともありまし
た。反面、BBQで川原にポイ捨てしたり、歓喜に満ちて渋谷交差点をゴミだらけにす
るのも同じ日本人です。外面がいいのかなとも取れますが、駅からごみ箱が無くなって
も駅は清潔さを保っています。不思議といえば不思議な国民です。「不思議の国ニッポン」
というエッセイ集があったのを思い出しました。不思議でも平和に暮らせていることに
感謝いたしましょう。（N.S.）

　運動不足解消のために、柄にもなく元日からジョギングをはじめ、アップダウンの激
しいコースを選んで走っていると、「からだの錆」というよりも「脳内に蓄積したタン
パク質」がはがれ落ちていって頭がすっきりしたような気分になるので、これはアルツ
ハイマー病予防にもよいのではないかといい気になって毎日走っていたところ、7日目
に、真冬のジョギングには必須の手袋を家に置き忘れてきてしまい、AD予防の効果は
限定的であることに思い至りました。（H.S.）

私が ( 勝手に ) 選ぶ今年の 3大ニュース
・ロシアのウクライナ侵攻：このご時世で、ロシアのような大国が隣の国に侵攻するな
ど、考えもしませんでした（ロシアは未だに特殊作戦と言っているようですが）。国
際情勢は、やはり弱肉強食の世界だと改めて思いました。
・急激な円安：小生が高校生の時は、Japan�as�No.1 と言われ、つい最近まで１ドル
100 円でした。国外に出張に出ましたが、何を買うにも高い、高い。う～ん、日本の
国力って落ちているのかな～、と思うこの頃です。
・サッカーW杯：小生が大学生の時、ドーハの悲劇をテレビで見ていました。ラスト
ワンプレーで同点に追いつかれてW杯初出場への道を絶たれました。テレビの前で
ひっくり返ったのを鮮明に覚えています。それが今や、まさかドイツやスペインに勝
てるようになるとは・・・本当の強豪国になるにはまだまだ時間がかかりそうですが、
自分が生きている間に決勝まで辿り着けるかな？（E.T.）

　初めて紀要編集委員としてお仕事させていただきました。これまで基礎研究を行って
きたバックグラウンドですが、自分のフィールドとは異なった調査研究分野の論文を拝
読させていただき、とても勉強になりました。また、アンケート調査から現場のニーズ
を理解することの重要性を感じました。最近読んだ本に書かれていましたが、イノベー
ションは、「現場のニーズに対する調査からの違和感」が重要だそうです。これを機会
に私も医学・薬学分野を鳥瞰して、今後の研究に生かせたらと思います。（K.H.）
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　このような紀要編集委員として仕事をする機会を与えて頂きましたことに心より感謝
します。毎年のことながら自分の分野と異なる論文のチェックをするのは自分としても
少々力不足な面もあり、本当にきちんとした仕事ができているのであろうかといつも不
安になります。今年は調査研究の論文を拝読させていただきました。自分の専門分野外
の論文であり、基礎系とはかなり観点が異なっていて、本当にこれで良いのかなどと思
いながらかなり四苦八苦したことが思い出されます。コロナの猛威はだいぶ少なくなっ
たとはいえ、みなさんが大変な思いをしており、特に若い方々が自分の活躍の場を広げ
てゆくにも非常に難しい時代を迎えているということを痛感している今日この頃です。
今回読んだ全ての論文から先生方の頑張っている姿を感じ取ることができました。これ
を機会に、私自身も気を引き締めて仕事に励みたいと思います。（Y.M.）

　新型コロナウイルスが蔓延して、4度目の春が訪れます。感染対策として「うがい」「手
洗い」「マスク」「ワクチン接種」が推奨されてきたが、そのワクチンの有効性・安全性
に疑問が散見されてきた。新型コロナウイルスに感染すると、感染を防ぐ中和抗体ばか
りではなく、感染を増強させる抗体 ( 感染増強抗体 ) が産生されることや、ワクチン接
種による抗体依存性感染増強 (Antibody-Dependent�Enhancement� :ADE) を起こること
が報告されている。また、2022 年 11 月 11 日現在、日本でのワクチン接種後の死亡者
が 1.908 名であり、その多くが評価不能となっている。その被害者家族の声も日々大き
くなってきており、今後新型コロナワクチンの「光と影」の部分を観察していきたい。
　さて、今期から大学紀要編集委員会の委員長をさせて頂きました。鈴木前委員長の指
導の元、「原著論文」3本を掲載することができました。投稿された皆様方に厚く感謝
申し上げます。しかし、投稿論文が集まらないという課題も見えてきました。次号のた
めに大学紀要編集委員全員で知恵を絞って取り組んで行きたい。（K.C.）


